
21

大教室における携帯電話を利用した授業の管理・運営の改善

Uses of Cellular Phones in a Large Class for Improving the Management

川島高峰* 永里壮一**

*  明治大学情報コミュニケーション学部

** 株式会社エイエン

Abstract: This research presents the utilization of a web site which cellular phones can access in order to communicate

with students in a large class, as well as to check their attendances. False attendance can be prevented by the practical

use such as passwords, allotted seat numbers, and small quizzes. As for bidirectional communication, we have

developed the system of sending out questionnaires that can be used at any time. In  addition, the results can be instantly

shared with the students. As a result, the students’attendance rate improved, and their motivation for the class also

became higher. Furthermore, an instructor in a large class will be flexible about when to advance to a new topic due to

the fact that he can check their progress in comprehension. This system is applicable to any sort of lecture as far as the

class is of medium or large size.
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1．問題の所在
本報告は，大教室の授業改善を携帯電話の

利用で行ったものである．表１に今回実施し

たクラスの概況を示す．課題提出者数は単位

取得を真剣に考えている学生数の目安である．

大教室の授業改善で大きな課題とは，①出

席管理と②教員・学生の間でのコミュニケー

ションの確保である．

従来の出席票や点呼による管理は，①代筆

や「代返」等の不正の余地が大きい（かつて

報告者が調査した結果，全体の８～1 5％が代

理であった），②点呼や，出席票の集計は時

間がかかる，③たまに行う出席では出席点は

「運」の良し悪しと学生に理解され，これが

また代理行為の心理的な原因となる．

コミュニケーションについては，大教室で

は学生の理解度をその場で知ろうとしても

「雰囲気」や「呼吸」という曖昧で経験的な

尺度によるしかない．総じて一方通行・マス

メディア型となり，教員と学生，個々の学生

間での関係が希薄である．

2．システムの概略
（1）出席管理の考え方

出席を完全に管理するには，少なくとも①

教室への入退室を物理的に統制する，②高度

な個人認証により代理行為を排除する，が必

要となる．このような「完璧さ」の追求は学

生との信頼関係を前提とする教育の場に望ま

しいことではない．

出席を取るべきか

表１　携帯講義を実施したクラス

学部 設置年次
履修
者数

教室
定員

課題
提出者

理工学部

現代政治論Ａ

経営学部

政治学Ａ

合　　計

3，4年 291 396
243

（83.5%）

1，2年 414 447
275

（66.4%）

705 843 518

表２　出欠管理の是非

取るべきである 26.1%

33.4%

14.7%

18.3%

7.5%

取る方がよい

わからない

余り取る必要はない

出欠を取る必要はない
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次に，実施したアンケートの類型を見る．

①　講義内容について事前に学生の知識を

確認する

これは講義の導入に際し動機付けの意味

を持つ．また，「俗説」的な理解（例：

「比例代表はヨリ民主的である」）の確認を

導入として，その常識を覆していく展開と

して講義を深めていく手法に用いる．

②　学生の理解度を事後に確認する

難解な概念の説明に際しては，これによ

り一方通行の講義を避け，進度調整を行う．

③　同じ質問を講義の冒頭・中盤・終盤等

で繰り返す

教員・学生が共に意識の変化を共有する

ことは，動機付けに高い効果を持つ．

④　二つの設問の回答結果の違いから，自

らの認識にある矛盾に気付かせる

例えば，最初に「新聞報道は政治に大きな

影響力を与えるか？」を，その後に「新聞の

政治欄をどの程度読むか？」を問う．両者の

結果から，新聞の政治欄をあまり読まないの

に，新聞は政治に大きな影響力を与えると考

えている姿が浮かび上がる．そこから権威概

念（それが実際に何であるかを吟味すること

なく，それに従う）を理解させる．

⑤　学生の意識を言論報道機関等による世

論調査結果と対比し，その相違について

考えたり，講義の切り口とする．

これ以外にも，設問には様々な創意工夫の

余地があるだろう．

（2）携帯メールによる質問

携帯講義は２コマで2 2回開講し，その間，

携帯メールによる質問を8 5通受け取った．従

来，パソコンのメールによる質問も受け付け

てきたが，件数はこの５分の１に満たない．

質問が増えた理由は，匿名を認めたこと，記

名であれ自己の内心を大教室でさらすことな

く質問できること，携帯メールは疑問を新鮮

に感じているうちに手軽に投稿できること，

などが上げられる．

授業時の投稿は4 5通であり，１回の講義に

平均２～３件である．教員の携帯のメール着

信音は最大にし，受信の確認が学生にもでき

るようにしている．多くはその場で回答し，

次週に回答するとしたものもあった．質問に

よる授業の中断は双方向の授業であれば当然

のことであり，その場で質問内容を読み上げ，

学生の疑問を教室内で共有することは，教育

上，意味がある．学生からの質問メールによ

る要望がきっかけとなり，アンケートを行う

こともあった．

5．実践による改善効果
（1）学生にとっての効果

1 1回の出欠に対し，経営学部の１年生の平

均出席率は8 . 7 5回，２年生は6 . 4 7回となった．

理工学部は全体で8 . 5 9回である．未受の学生

もいるので実際の出席率はさらに高くなり，

出席状況は著しく改善されたと言える．

また，大教室にありがちな出席はほとんど

せず，試験や課題提出のみで単位取得を目論

む学生は大幅に減少した．成績評価で「未受」

となった学生は，経営学部で1 0 4名( 2 5 . 1％)，

理工学部で3 2名( 1 1 . 0％)と多かったのはこの

ためと考えられる．

しかし，学生にとって管理強化につながる

携帯方式は，必ずしも彼らの支持を受けてい

ない．携帯による出席管理には否定的な学生

の方が多かった．やはり，携帯の講義への導

入は，出席については不公正感の是正が主で

あり，コミュニケーション機能による動機付

けに重点を置くべきだろう．

実際，携帯アンケートは学生に大きな支持

を得ており，参加は任意にもかかわらず９割

近い学生がアンケートに参加し（表５），７

割以上の学生が携帯を活用した授業を評価し

た（表６）．

自由記入にもかかわらず全体の9 2％（4 7 7

名）の学生が長所についてコメントを述べて
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表５　アンケートへの参加

表６　携帯講義に対する学生評価

いる．以下にその代表的な見解を紹介する．

「先生が当たり前だと思っていることでも，

学生が知らないことがすぐわかり授業に反映

される．先生とのギャップが埋まる」，「双方

向性があるところ．参加している感じがあり，

退屈しない」，「自分はこの授業に参加してい

るんだという実感もあります」等，5 6名が

「参加」という言葉を用い，動機付けに高い

効果を見ることができた．

「自分がマイノリティだった場合に再思考

できる余地がある」，「自分の意見が当たり前

だと思っていたが，違う意見もあるのだなと

心から感動できた」等，他者の意見や分布を

知ることの意義を述べた者が多数見られた．

この異なる見解との遭遇は，「必然的にま

わりの人と意見を交換するようになります」，

「近くに座っている友達とその質問内容につ

いて話し合う」，「友人と‘珍しく’まじめな

意見交換ができる」等，私語が増えるという

“副作用”はあるものの，学生間での議論へ

とつながっている．

（2）教員にとっての効果

気軽に，容易に学生の反応を確かめることが

できる点，また，小テストの実施も容易で集計

が楽な点が特筆できる．携帯はあまり頻繁に利

用せず，意味のあるタイミングと内容で行わな

いと学生の不興を買うことがある．この意味で，

授業の準備は以前より入念になった．

不正の抑止として導入した座席番号は，座

席位置と成績の因果関係について思わぬ発見

をもたらした．学生の着座位置には一定の習

慣性があり，熱心な学生やそうではない学生

の顔と名前が一致するようになった．以前よ

りも学生が身近になったと言える．

最後に，毎回，出席管理を行う以上，教員

はそれに見合う講義をする責務があることを

改めて自覚させられた．「聴かせる」講義が

伴わなければ，出席率の上昇は単に私語の増

大をもたらすだけである．その意味で理解度

のアンケートなどは，事実上，授業評価の意

味を持ち，携帯による授業評価は自己点検の

よき手段になる．

総じて，学生の理解度を双方向的に確認し

ながら進度調整をすることを可能とし，学生

の講義への参加意識を高め，教員・学生間，

学生相互間での応答性ある教育に高い効果を

持つと言える．

6．おわりに
本報告における携帯利用の試みは講座の内

容の如何にかかわらず，概ね1 0 0名以上の受

講生による中・大教室であれば，どのような

タイプの講座にも幅広く応用することができ

る．今後，携帯の定額・無制限利用の拡大と

P D A化を想定した場合，教室の現場で先行研

究をしておくことが重要である．

大学は経営の効率性から大・中教室の講義

を削減するには限界があり，大教室の授業改

善は今後も一つの主題となるだろう．携帯電

話は，その有効な手段である．

注
（1）株式会社エイエンが提供するレンタルC G Iフォ

ーム[ C G I - M a k e r ]を応用開発したものを利用してい

る．

携帯アンケートへの参加

ほとんど参加した 55.0％

33.6％

5.4％

2.7％

1.7％

1.5％

参加しないこともあった

ほとんど参加しない

利用できるが，参加していない

携帯の機能上，参加できない

携帯を持っていない

携帯利用による講義

非常に意味がある 18.5％

53.7％

21.2％

5.6％

1.0％

意味がある

特に意見はない

あまりやる意味はない

無意味


